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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　アルギニン含有量が３．５％（ｗ／ｗ）以上となるようにアルギニンを水産用飼料に添

加して給餌することを特徴とする、養殖場の水温が２９℃以上または１２℃以下にある甲

殻類の養殖方法。

【請求項２】

　甲殻類がクルマエビ、ウシエビ、ホワイトレッグシュリンプまたはガザミであり、養殖

場の水温が２９～３３℃または７～１２℃における請求項１記載の甲殻類の養殖方法。

【請求項３】

　さらに、トリプトファン含有量が０．６％（ｗ／ｗ）以上となるようにトリプトファン

を水産用飼料に添加することを含む、請求項１または２記載の甲殻類の養殖方法。

【請求項４】

　養殖場の水温が２９℃以上または１２℃以下にある甲殻類に、アルギニン含有量が３．

５％（ｗ／ｗ）以上となるようにアルギニンを水産用飼料に添加して給餌することを特徴

とする、該甲殻類に生存限界温度耐性を付与する方法。

【請求項５】

　アルギニン含有量が３．０％（ｗ／ｗ）以上となるようにアルギニンを水産用飼料に添

加して給餌することを特徴とする、養殖場の水温が２９℃以上または１２℃以下にある魚

類の養殖方法。

【請求項６】
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　 魚 類 が マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 ブ リ 、 カ ン パ チ 、 ト ラ フ グ 、 マ グ ロ 、 ウ ナ ギ 、 ア ユ ま た は ニ ジ

マ ス で あ り 、 養 殖 場 の 水 温 が ２ ９ ～ ３ ３ ℃ ま た は ７ ～ １ ２ ℃ に お け る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 魚

類 の 養 殖 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 養 殖 場 の 水 温 が ２ ９ ℃ 以 上 ま た は １ ２ ℃ 以 下 に あ る 魚 類 に 、 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ０

％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 に 添 加 し て 給 餌 す る こ と を 特 徴 と

す る 、 該 魚 類 に 生 存 限 界 温 度 耐 性 を 付 与 す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 お よ び ア

ル ギ ニ ン を 給 餌 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 魚 類 お よ び 甲 殻 類 は 変 温 動 物 の た め 恒 温 動 物 に く ら べ 、 環 境 温 度 変 化 に 弱 く 、 水 温 が 個

体 の 生 存 限 界 か ら 外 れ る と 死 を 招 く と い う 生 物 的 特 徴 を 持 つ 。 近 年 の 地 球 環 境 の 温 暖 化 等

の 異 常 気 象 現 象 の 到 来 に よ り 、 夏 季 は 魚 類 ま た は 甲 殻 類 を 養 殖 す る 養 殖 池 の 水 温 が ２ ９ ～

３ ０ ℃ を 超 え る こ と が 多 く 養 殖 対 象 で あ る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 大 量 死 を も た ら す こ と が 問

題 と な っ て い る 。 一 方 、 冬 季 は 、 養 殖 池 の 水 温 が ７ ℃ 以 下 に な り 養 殖 対 象 で あ る 魚 類 ま た

は 甲 殻 類 の 大 量 死 を も た ら す こ と も 問 題 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 甲 殻 類 の 養 殖 と 、 短 期 間 の 温 度 変 化 に 由 来 す る 魚 類 の ス ト レ ス を 軽 減 す る 方 法 と し て は

、 D H A ま た は そ の エ ス テ ル お よ び ／ ま た は リ ン 脂 質 を 含 有 す る 飼 料 を 給 餌 す る 方 法 が 知 ら

れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ １ ７ ８ ４ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 が よ り 長 期 間 の 異 常 水 温 状 態 に お け る 飼 育 に 耐 え る こ

と を 可 能 と す る 添 加 剤 お よ び 養 殖 方 法 は な く 、 そ の 開 発 が 望 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 生 存 限 界 温 度 耐 性 を 付 与 す る 新 規 製 剤 を 提 供 す る

こ と 、 お よ び そ の 製 剤 を 使 用 す る こ と に よ っ て 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 非 適 温 度 を 超 え る 水 温

、 す な わ ち 生 存 限 界 温 度 に お い て も 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 が 生 存 可 能 な 養 殖 方 法 を 提 供 す る

こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 者 ら は 鋭 意 工 夫 し た 結 果 、 ア ル ギ ニ ン を 飼 料 に 添 加 し て 魚 類 お よ び 甲 殻 類 を 飼 育

す る と 、 本 来 こ れ ら の 水 産 動 物 が 生 存 不 能 な 水 温 領 域 に お い て も 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 飼

育 が 可 能 で あ る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 者 ら は 、 こ の 知 見 を 基 に 本 発 明 を 完 成 さ せ る に 至

っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 な お 、 魚 介 類 に 対 し て ア ミ ノ 酸 を 栄 養 素 と し て 飼 料 に 添 加 す る 方 法 は 知 ら れ て お り （ 特

開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ １ ４ ６ １ 号 公 報 ） 、 ク ル マ エ ビ の 成 長 の た め に 最 適 な ア ル ギ ニ ン ま た は

ト リ プ ト フ ァ ン の 含 有 量 は 、 各 々 飼 料 中 ３ ． ０ ％ ま た は １ ． ０ ％ で あ る こ と が 知 ら れ て い

る （ 金 澤 昭 夫 ： エ ビ ・ カ ニ 類 の 増 養 殖 （ 橘 高 二 郎 ら 編 ） 、 恒 星 社 厚 生 閣 、 東 京 、 １ ９ ９ ６

、 ２ ２ ６ － ２ ５ ０ ） 。 甲 殻 類 の 共 食 い を 防 ぐ た め に ト リ プ ト フ ァ ン ま た は そ の 誘 導 体 を 飼

料 に 添 加 す る 方 法 （ 特 開 平 ５ － ７ ４ ６ ３ 号 公 報 、 特 開 平 ６ － ７ ８ ６ ８ ７ 号 公 報 ） 、 魚 類 の

成 長 を 促 進 さ せ る た め に ア ラ ニ ン と 共 に ア ル ギ ニ ン 3 . 5 m m o l / K g を 筋 肉 注 射 す る こ と に よ り

魚 類 の イ ン ス リ ン 分 泌 を 促 進 す る 方 法 ( 特 開 ２ ０ ０ ７ － ４ ９ ９ ３ ８ 号 公 報 ) が 知 ら れ て い る
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。 し か し 、 ア ル ギ ニ ン に よ る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 へ の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 の 薬 理 効 果 は 知

ら れ て お ら ず 、 本 発 明 者 ら に よ っ て 初 め て 見 出 さ れ た こ と で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ２ ５ ） に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ １ ） 　 ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付

与 剤 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ ２ ） 　 さ ら に 、 ト リ プ ト フ ァ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） の 魚 類 ま た は 甲 殻 類

の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ １ 】

（ ３ ） 　 魚 類 が マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 ブ リ 、 カ ン パ チ 、 ト ラ フ グ 、 マ グ ロ 、 ウ ナ ギ 、 ア ユ ま た

は ニ ジ マ ス で あ り 、 甲 殻 類 が ク ル マ エ ビ 、 ウ シ エ ビ 、 ホ ワ イ ト レ ッ グ シ ュ リ ン プ ま た は ガ

ザ ミ で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ま た は （ ２ ） の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性

付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ ４ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 量 が ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３

） の い ず れ か の 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ ５ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 量 が ３ ． ５ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ４ ） の

甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ ６ ） 　 ト リ プ ト フ ァ ン 含 量 が ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ２ ） ～

（ ５ ） の い ず れ か の 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ ７ ） 　 ト リ プ ト フ ァ ン 含 量 が １ ． ６ ～ ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ６

） の 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ ８ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 量 が ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３

） の い ず れ か の 魚 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ ９ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 量 が ３ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ８ ） の

魚 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ １ ０ ） 　 対 象 が 甲 殻 類 で あ る 場 合 、 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る

よ う に ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 に 添 加 し て 給 餌 す る こ と を 特 徴 と し 、 対 象 が 魚 類 で あ る 場

合 、 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 に

添 加 し て 給 餌 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ １ １ ） 　 （ １ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 を 給

餌 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ １ ２ ） 　 魚 類 が マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 ブ リ 、 カ ン パ チ 、 ト ラ フ グ 、 マ グ ロ 、 ウ ナ ギ 、 ア ユ ま

た は ニ ジ マ ス で あ り 、 甲 殻 類 が ク ル マ エ ビ 、 ウ シ エ ビ 、 ホ ワ イ ト レ ッ グ シ ュ リ ン プ ま た は

ガ ザ ミ で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ０ ） ま た は （ １ １ ） の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ １ 】

（ １ ３ ） 　 養 殖 場 の 水 温 が ２ ９ ℃ 以 上 ま た は １ ２ ℃ 以 下 に お け る （ １ ０ ） ～ （ １ ２ ） い ず

れ か の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ １ ４ ） 　 養 殖 場 の 水 温 が ２ ９ ～ ３ ３ ℃ ま た は ７ ～ １ ２ ℃ に お け る （ １ ３ ） の 魚 類 ま た は

10

20

30

40

50



(4) JP  5680413  B2  2015.3.4

甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

（ １ ５ ） 　 養 殖 場 の 水 温 が ２ ９ ℃ 以 上 ま た は １ ２ ℃ 以 下 に お い て 、 １ 日 あ た り 魚 類 ま た は

甲 殻 類 の 体 重 １ ｋ ｇ に つ き ８ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 の ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る 飼 料 を 給 餌 す る こ と を

特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

（ １ ６ ） 　 さ ら に 、 １ 日 あ た り 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 体 重 １ ｋ ｇ に つ き １ ８ ０ ｍ ｇ 以 上 の ト

リ プ ト フ ァ ン を 含 有 す る 飼 料 を 給 餌 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ５ ） の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の

養 殖 方 法 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ １ ７ ） 　 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 を 製 造 す る た め の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

（ １ ８ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に 水 産 用 飼 料 に 添 加 す

る 、 （ １ ７ ） の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

（ １ ９ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ５ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） と な る よ う に 水 産 用 飼 料 に 添

加 す る 、 （ １ ８ ） の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

（ ２ ０ ） 　 魚 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 を 製 造 す る た め の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

（ ２ １ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に 水 産 用 飼 料 に 添 加 す

る 、 （ ２ ０ ） の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ ２ ２ ） 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 量 が ３ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） と な る よ う に 水 産 用 飼 料 に 添

加 す る 、 （ ２ １ ） の ア ル ギ ニ ン の 使 用 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ ２ ３ ） 　 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 生 存 限 界 温 度 耐 性 を 付 与 す る た め の ア ル ギ ニ ン 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ ２ ４ ） 　 水 産 用 飼 料 中 に ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に 含 め 甲 殻 類 に 給 餌 す る か

、 ま た は 水 産 用 飼 料 中 に ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 と な る よ う に 含 め 魚 類 に 給 餌 す る 、 （ ２

３ ） の ア ル ギ ニ ン 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ ２ ５ ） 　 水 温 が ２ ９ ℃ 以 上 ま た は １ ２ ℃ 以 下 に お け る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 、 １ 日 あ た り

体 重 １ ｋ ｇ に つ き ８ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 を 給 餌 す る 、 （ ２ ３ ） ま た は （ ２ ４ ） の ア ル ギ ニ ン 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 明 細 書 は 本 願 の 優 先 権 の 基 礎 で あ る 日 本 国 特 許 出 願 2 0 0 8 - 1 9 0 8 5 3 号 の 明 細 書 お よ び ／

ま た は 図 面 に 記 載 さ れ る 内 容 を 包 含 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 ア ル ギ ニ ン 含 有 製 剤 を 投 与 し た 試 験 区 と 比 較 製 剤 を 投 与 し た 対 照 区 に お

け る 高 温 度 負 荷 後 の ク ル マ エ ビ の 生 残 率 推 移 の 結 果 を 示 す 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ア ル ギ ニ ン 含 有 製 剤 を 投 与 し た 試 験 区 と 比 較 製 剤 を 投 与 し た 対 照 区 に お

け る 高 温 度 負 荷 後 の マ ダ イ の 生 残 率 推 移 の 結 果 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 発 明 の ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性

付 与 剤 と は 、 ア ル ギ ニ ン を 通 常 の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 栄 養 量 よ り 過 剰 に 投 与 す る こ と に よ

り 、 非 適 温 度 下 に お い て 生 育 障 害 を 軽 減 さ せ る ま た は 生 存 限 界 温 度 に お い て 生 存 率 を 向 上
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さ せ る 効 果 を 有 す る 水 産 用 製 剤 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 に お い て 非 適 温 度 と は 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 が 生 育 障 害 を 発 生 す る 温 度 か ら 致 死 に

至 る 温 度 、 す な わ ち 生 存 限 界 温 度 ま で の 温 度 領 域 で あ り 、 非 適 温 度 と 生 存 限 界 温 度 を 含 め

た 温 度 領 域 は 生 物 種 に よ っ て 異 な る が 通 常 は ７ ～ １ ２ ℃ お よ び ２ ９ ～ ３ ３ ℃ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温

度 耐 性 付 与 剤 は 、 ア ル ギ ニ ン に 加 え て ト リ プ ト フ ァ ン を 有 効 量 含 む も の で も 良 い 。 さ ら に

一 般 に 水 産 用 医 薬 品 、 飼 料 用 添 加 剤 は 飼 料 に 添 加 さ れ て 給 餌 さ れ る た め 、 一 般 的 な 水 産 用

飼 料 ペ レ ッ ト に 含 ま れ る 成 分 を 含 ん で い て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 は ア ル ギ ニ

ン を 含 有 し 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 が 摂 取 で き る も の で あ れ ば ど の よ う な も の で も 良 く 、 単 に

水 産 用 飼 料 に ア ル ギ ニ ン を 有 効 量 配 合 し た も の 、 給 餌 前 に 飼 料 に 添 加 す る た め に 特 別 に 調

製 さ れ た ア ル ギ ニ ン の 配 合 製 剤 等 が あ げ ら れ る が 、 ア ル ギ ニ ン の 薬 理 効 果 を 効 率 良 く 発 現

さ せ る た め に は 、 水 産 用 飼 料 に ア ル ギ ニ ン を 添 加 し て 形 成 さ れ た も の で あ る こ と が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 水 産 用 飼 料 は 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 水 産 用 飼 料 と し て 用 い ら れ る 飼 料 で あ れ ば ど の よ う

な も の で も 良 い が 、 例 え ば ド ラ イ ペ レ ッ ト 、 モ イ ス ト ペ レ ッ ト 等 の 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト を

用 い て も 良 く 、 通 常 は ド ラ イ ペ レ ッ ト を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 該 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト は

、 市 販 品 ま た は 通 常 水 産 用 飼 料 に 用 い ら れ る 成 分 を 常 法 に よ り 配 合 し て 作 製 し た も の を 用

い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 水 産 用 飼 料 は 、 天 然 成 分 か ら 構 成 さ れ る 水 産 用 飼 料 に 、 エ リ ス ロ マ イ シ ン 製 剤 、 ア ン ピ

シ リ ン 製 剤 、 プ ラ ジ ク ア ン テ ル 製 剤 、 塩 化 リ ゾ チ ー ム 製 剤 、 塩 酸 オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン

製 剤 、 ス ピ ラ マ イ シ ン 製 剤 、 ニ フ ル ス チ レ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 製 剤 、 塩 酸 リ ン コ マ イ シ ン 製 剤

、 フ ル メ キ ン 製 剤 、 グ ル タ チ オ ン 製 剤 等 の 水 産 用 医 薬 品 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ 、 ビ

タ ミ ン Ａ 、 ビ タ ミ ン Ｄ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 等 の ビ タ ミ ン 類 、 リ ジ ン 、 メ チ オ ニ ン 、 ヒ ス チ ジ ン 等

の ア ミ ノ 酸 類 等 の 栄 養 補 給 物 質 、 β － カ ロ チ ン 、 ア ス タ キ サ ン チ ン 、 カ ン タ キ サ ン チ ン 等

の 色 素 等 （ 以 下 、 こ れ ら の 物 質 を 総 称 し て 水 産 用 添 加 物 質 と 呼 ぶ ） が 混 合 ま た は 展 着 さ れ

た 水 産 用 飼 料 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ ら の 水 産 用 添 加 物 質 は 、 飼 料 中 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ １ ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 さ ら に 好

ま し く は １ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 ま れ る 。 水 産 用 飼 料 が 含 有 す る 他 の 成 分 と し て は

、 粗 蛋 白 質 、 粗 脂 肪 、 粗 繊 維 、 粗 灰 分 等 が あ げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 と 混 合 し 、 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 付 与 剤 と し て 使 用 す る 場 合 、

甲 殻 類 用 飼 料 中 に 通 常 含 ま れ る ア ル ギ ニ ン と 併 せ て 最 終 的 に ア ル ギ ニ ン を ３ ． ５ ％ （ ｗ ／

ｗ ） 以 上 含 有 す れ ば 良 い が 、 高 濃 度 で は 成 長 障 害 が 生 じ る 可 能 性 が あ る た め 、 好 ま し く は

ア ル ギ ニ ン を ３ ． ５ ～ ７ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 と り わ け 好 ま し く は ３ ． ５ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／

ｗ ） を 含 有 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 更 に ト リ プ ト フ ァ ン を 前 記 ア ル ギ ニ ン 含 有 水 産 用 飼 料 に 混 合 す る 場 合 は 、 最 終 的 に ト リ

プ ト フ ァ ン ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 、 好 ま し く は １ . ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 を 配 合 す れ ば 良

い が 、 ト リ プ ト フ ァ ン の 場 合 成 長 阻 害 の 観 点 か ら 含 有 量 の 上 限 を ３ ． ０ ％ 以 下 に す る こ と

が 好 ま し く 、 と り わ け 好 ま し く は ト リ プ ト フ ァ ン １ ． ６ ～ ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 有 す れ

ば 良 い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 な お 、 甲 殻 類 用 水 産 飼 料 に は 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン が 約 ２ . ８ ～ ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ )
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、 ト リ プ ト フ ァ ン が 約 ０ ． ５ ～ １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 予 め 栄 養 素 と し て 存 在 す る 場 合 が あ る

が 、 そ の 場 合 は 前 記 の 終 濃 度 か ら 飼 料 中 の 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン お よ び ト リ プ ト フ ァ

ン の そ れ ぞ れ の 含 量 を 除 し た 、 ア ル ギ ニ ン お よ び ト リ プ ト フ ァ ン の そ れ ぞ れ の 必 要 量 を 添

加 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 に お い て は 甲 殻 類 用 飼 料 に 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン を 含 め て 含 有

量 が 、 ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 、 好 ま し く は ３ ． ５ ～ ７ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 と り わ け 好 ま

し く は ３ ． ５ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） と な る べ く 、 ア ル ギ ニ ン を ０ ． ５ ～ ０ ． ７ ％ （ ｗ ／ ｗ

) 以 上 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ４ ． ２ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 、 と り わ け 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ２ ． ２ ％ （

ｗ ／ ｗ ) 添 加 す る こ と を 必 要 と し 得 る 。 更 に 必 要 に よ り 、 甲 殻 類 用 飼 料 に 天 然 原 料 由 来 の

ト リ プ ト フ ァ ン を 含 め て 含 有 量 が 、 ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 、 好 ま し く は １ ． ６ ～ ２ ． ０

％ （ ｗ ／ ｗ ） と な る べ く 、 ト リ プ ト フ ァ ン を ０ ． １ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 以 上 、 好 ま し く は ０ ． ６

～ １ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 加 え て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 と 混 合 し 、 魚 類 の 生 存 限 界 温 度 付 与 剤 と し て 使 用 す る 場 合 、 魚

類 用 飼 料 中 に 含 ま れ る 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン と 併 せ て 最 終 的 に ア ル ギ ニ ン を ３ ． ０ ％

（ ｗ ／ ｗ ） 以 上 含 有 す れ ば 良 い が 、 高 濃 度 で は 成 長 障 害 が 生 じ る 可 能 性 が あ る た め 、 ア ル

ギ ニ ン を ３ ． ０ ～ ７ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 と り わ け 好 ま し く は ３ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ）

を 含 有 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 魚 類 用 飼 料 に は 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン が 約 １ ． ７ ～ ２ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 、 予

め 栄 養 素 と し て 存 在 す る 場 合 が あ る が 、 そ の 場 合 は 前 記 の 終 濃 度 か ら 飼 料 中 の 含 量 を 除 し

た ア ル ギ ニ ン を そ れ ぞ れ 添 加 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 に お い て は 魚 類 用 飼 料 に 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン を 含 め て 含 有 量

が 、 好 ま し く は ３ ． ０ ～ ７ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 と り わ け 好 ま し く は ３ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ

／ ｗ ） と な る べ く 、 ア ル ギ ニ ン を 好 ま し く は ０ ． ４ ～ ５ ． ３ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 、 と り わ け 好 ま

し く は ０ ． ４ ～ ３ ． ３ ％ （ ｗ ／ ｗ ) 添 加 す る こ と を 必 要 と し 得 る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ア ル ギ ニ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 の

製 造 方 法 は 、 ア ル ギ ニ ン を 予 め 前 記 所 望 量 含 む よ う 調 製 し た 飼 料 製 剤 原 料 を ペ レ ッ ト と し

て 製 造 し て も 良 い し 、 市 販 の 水 産 用 飼 料 の ペ レ ッ ト に 前 記 所 望 量 の ア ル ギ ニ ン を 添 加 し て

も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ア ル ギ ニ ン を 予 め 前 記 所 望 量 含 む よ う 調 製 し た 飼 料 製 剤 原 料 を ペ レ ッ ト と し て 製 造 す る

方 法 と し て は 、 ア ル ギ ニ ン が 所 望 量 含 ま れ る の で あ れ ば ど の よ う な 方 法 で も 良 い が 、 た と

え ば 以 下 の よ う な 造 粒 法 に よ る 製 剤 の 製 造 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 予 め ア ル ギ ニ ン を 甲 殻 類 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 場 合 は ペ レ ッ ト 終 濃 度 と し て ３ ． ５ ％ （ ｗ ／

ｗ ） 以 上 、 魚 類 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 場 合 は ペ レ ッ ト 終 濃 度 と し て ３ ． ０ ％ 以 上 、 必 要 に よ り

ト リ プ ト フ ァ ン お よ び 水 産 用 添 加 物 質 を 前 記 所 望 量 配 合 さ れ る よ う 調 製 さ れ た 飼 料 原 料 に

対 し て 、 飼 料 原 料 に 対 し て 約 ３ ～ １ ０ ％ の 魚 油 、 レ シ チ ン 、 ス テ ロ ー ル 類 等 の 油 脂 を 1 種

以 上 混 合 し た 油 脂 類 を 加 え 、 更 に 必 要 に よ り 水 、 含 水 エ タ ノ ー ル 等 か ら 選 ば れ る 水 溶 媒 を

原 料 合 計 量 に 対 し て １ ０ ～ ４ ０ ％ 加 え 混 合 し た 後 、 押 し 出 し 造 粒 機 、 流 動 層 造 粒 機 に よ り

生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 を 製 造 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 市 販 の 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト に ア ル ギ ニ ン を 展 着 さ せ る 方 法 は と く に 制 限 は な い が

、 例 え ば 、 以 下 の よ う な 方 法 を あ げ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト に 対

し て 好 ま し く は ０ ． １ ～ ２ ０ ％ （ ｖ ／ ｗ ） 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ０ ～ １ ０ ％ （ ｖ ／ ｗ ）

の 水 を ト レ イ 等 に 入 れ 、 そ の 中 に ペ レ ッ ト を 入 れ 浸 漬 す る 方 法 、 あ る い は ス プ レ ー 等 を 用
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い て 水 を 噴 霧 す る 方 法 に よ り 飼 料 ペ レ ッ ト を 含 水 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 次 に 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 重 量 に 対 し て 、 甲 殻 類 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 場 合 は 終 濃 度 と し

て ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 、 魚 類 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 場 合 は 終 濃 度 と し て ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ

） 以 上 、 の ア ル ギ ニ ン を 、 必 要 に よ り 前 記 所 望 量 の ト リ プ ト フ ァ ン お よ び 水 産 用 添 加 物 質

を 加 え 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 表 面 に そ の ま ま ふ り か け る か 、 あ る い は 篩 等 を 用 い て ふ り

か け る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 別 法 と し て 水 、 緩 衝 液 、 エ タ ノ ー ル 等 適 当 な 溶 媒 に 、 甲 殻 類 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 場

合 、 飼 料 ペ レ ッ ト 重 量 に 対 し て 終 濃 度 と し て ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 、 魚 類 用 飼 料 ペ レ ッ

ト の 場 合 は 終 濃 度 と し て ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 以 上 の 、 ア ル ギ ニ ン を 、 必 要 に よ り 前 記 所 望

量 の ト リ プ ト フ ァ ン お よ び 水 産 用 添 加 物 質 を 溶 解 ま た は 懸 濁 さ せ 、 得 ら れ た 溶 解 液 ま た は

懸 濁 液 に 水 産 用 ペ レ ッ ト を 浸 漬 さ せ る か 、 ま た は 該 溶 解 液 ま た は 懸 濁 液 を 水 産 用 飼 料 ペ レ

ッ ト に 噴 霧 す る こ と に よ り 、 ア ル ギ ニ ン を 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト の 表 面 に 展 着 さ せ て も よ い

。 展 着 後 の 水 産 用 添 加 物 質 の 含 有 量 は 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト に 対 し て ０ ． ０ １ ～ １ ０ ％ （

ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ． ０ ～ ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と が さ ら に 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 前 記 ペ レ ッ ト 状 に 加 工 し た 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 は 、 ア ル ギ ニ ン を よ り 効 率 良 く 吸 収

さ せ る た め 、 コ ー テ ィ ン グ 剤 に よ り コ ー テ ィ ン グ を 行 っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 本 発 明 に 用 い る コ ー テ ィ ン グ 剤 は ど の よ う な も の で も 良 い が 、 植 物 性 の ツ エ イ ン を 用 い

る こ と が 好 ま し く 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 は 、 ツ エ イ ン の 終 濃 度 が

、 好 ま し く は １ ． ０ ～ １ ５ ％ （ ｗ ／ ｖ ） 、 よ り 好 ま し く は ２ ． ０ ～ １ ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ） 、 さ

ら に 好 ま し く は ４ ． ０ ～ ８ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ） と な る よ う に 、 ツ エ イ ン を 好 ま し く は ５ ０ ～

９ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ～ ７ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） の ア ル コ ー ル 水 溶 液 に 溶 解

し て 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ツ エ イ ン は 公 知 の 方 法 （ 例 え ば 、 特 公 平 ０ ７ － ８ ４ ４ ７ ７ 号 公 報 、 特 公 平 ０ ７ － ２ ５ ７

９ ７ 、 特 開 平 ０ ５ － ３ ０ ９ １ ７ 号 公 報 、 特 開 昭 ６ １ － １ ６ ７ ７ ０ ０ 号 公 報 に 記 載 の 方 法 ）

に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 ツ エ イ ン は 市 販 の も の （ 例 え ば 、 昭 和 産 業 株 式 会 社 製 ） を 用 い て も よ い 。 ツ エ イ

ン を 溶 解 す る ア ル コ ー ル と し て は 、 エ タ ノ ー ル 、 食 用 ア ル コ ー ル 等 が あ げ ら れ る が エ タ ノ

ー ル を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 該 コ ー テ ィ ン グ 剤 に は 、 必 要 に よ り 可 塑 剤 と し て 脂 肪 酸 等 を ０ ． １ ～ ３ ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ）

、 好 ま し く は １ ． ０ ～ １ ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ） 加 え て も よ い 。 脂 肪 酸 と し て は 、 細 胞 に 対 す る 融

合 活 性 の 高 い 脂 肪 酸 が 好 ま し く 、 例 え ば オ レ イ ン 酸 、 リ ノ ー ル 酸 、 リ ノ レ ン 酸 、 イ コ サ ペ

ン タ エ ン 酸 、 ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 や ア ル コ ー ル 水 溶 液 に 溶 解 可 能 な 上 記 脂 肪 酸 で 構 成 さ れ

る モ ノ グ リ セ ラ イ ド や レ シ チ ン が あ げ ら れ る が 、 オ レ イ ン 酸 が と く に 好 ま し く 用 い ら れ る

。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 コ ー テ ィ ン グ 剤 で コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 は 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト を コ ー テ ィ ン グ で き る

方 法 で あ れ ば い ず れ の 方 法 で も よ い 。 例 え ば 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト を コ ー テ ィ ン グ 剤 中 に

浸 漬 さ せ る 方 法 、 ま た は 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト に コ ー テ ィ ン グ 剤 を ス プ レ ー 等 で 噴 霧 し て コ

ー テ ィ ン グ す る 方 法 等 を あ げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 具 体 的 に は 、 ツ エ イ ン の 濃 度 が 、 好 ま し く は １ ． ０ ～ １ ５ ％ （ ｗ ／ ｖ ） 、 よ り 好 ま し く

は ２ ． ０ ～ １ ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ） 、 さ ら に 好 ま し く は ４ ． ０ ～ ８ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｖ ） の 濃 度 と な
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る よ う に 、 ツ エ イ ン を 好 ま し く は ５ ０ ～ ９ ０ ％ （ ｖ ／ ｖ ） 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ～ ７ ０

％ （ ｖ ／ ｖ ） の ア ル コ ー ル 水 溶 液 に 溶 解 し て お き 、 こ れ を コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て 上 記 浸 漬

に よ る 方 法 あ る い は ス プ レ ー 等 に よ り 噴 霧 す る 方 法 に よ り 、 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト を コ ー テ

ィ ン グ す る 。 コ ー テ ィ ン グ 後 、 室 温 で ０ ． ５ ～ １ 時 間 放 置 す る こ と で 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ

た 水 産 用 飼 料 ペ レ ッ ト （ 以 下 、 本 発 明 の 水 産 用 飼 料 と 略 す ） を 得 る こ と が で き る 。 コ ー テ

ィ ン グ 後 の 本 発 明 の 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 に 対 す る コ ー テ ィ ン グ 剤 の 含 有 量 は 、 １ ． ０

～ １ ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ． ０ ～ ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） で あ る こ と が さ

ら に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 本 発 明 の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 は 、 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 生 存 限 界 温 度 耐 性 を 付 与

す る た め 、 1 日 あ た り 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 体 重 １ ｋ ｇ に つ き ８ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 の ア ル ギ ニ ン

を 含 有 す る 飼 料 を 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 給 餌 す る こ と を 特 徴 と す る 。 当 該 養 殖 方 法 は 、 養 殖

場 の 水 温 が 上 記 非 適 温 度 ま た は 生 存 限 界 温 度 に お い て 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 本 養 殖 方

法 の 給 餌 期 間 は １ ～ ４ ヵ 月 間 好 ま し く は ２ ヵ 月 で あ り 得 る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 本 発 明 の 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 養 殖 方 法 は 更 に 、 １ 日 あ た り 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 体 重 １ ｋ

ｇ に つ き １ ８ ０ ｍ ｇ 以 上 の ト リ プ ト フ ァ ン を 含 有 す る 飼 料 を 魚 類 ま た は 甲 殻 類 に 給 餌 し て

も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 本 発 明 の 養 殖 方 法 の 対 象 と な る 魚 類 と し て は 、 マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 ブ リ 、 カ ン パ チ 、 ト ラ

フ グ 、 マ グ ロ 、 ウ ナ ギ 、 ア ユ 、 ニ ジ マ ス 等 が 挙 げ ら れ 、 甲 殻 類 と し て は 、 ク ル マ エ ビ 、 ウ

シ エ ビ 、 ホ ワ イ ト レ ッ グ シ ュ リ ン プ 、 ガ ザ ミ が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は マ ダ イ 、 ヒ ラ メ 、 ブ

リ 、 カ ン パ チ 、 ク ル マ エ ビ の 養 殖 に 用 い る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 本 発 明 の 養 殖 方 法 に お け る ア ル ギ ニ ン の 給 餌 方 法 と し て は 、 前 記 水 産 飼 料 ペ レ ッ ト に 加

工 し た 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 を 給 与 し て も 良 い が 、 ア ル ギ ニ ン を 飼 料 に 添 加 す る 方 法 、

単 に ア ル ギ ニ ン を 給 餌 す る 方 法 等 ど の よ う な 方 法 を 用 い て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 本 発 明 の 養 殖 方 法 に は 、 種 苗 生 産 （ 稚 魚 生 産 ） の み を 行 う 増 養 殖 お よ び 親 魚 ま で の 生 産

を 行 う 養 殖 を 含 む 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 こ れ ら は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る

も の で は な い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

実 施 例 １ 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 製 剤 の 甲 殻 類 へ の 影 響

（ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造

【 表 １ 】

【 ０ ０ ７ １ 】

　 上 記 表 １ に 示 し た 油 脂 類 を 除 く 動 物 性 原 料 、 植 物 性 原 料 、 そ の 他 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル

ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） お よ び ア ル ギ ニ
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ン （ ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ） か ら な る 原 料 成 分 ９ ４ ． ８ ｋ ｇ を 粉 砕 機 に よ り 粗 粉 砕 し た 後 、

更 に 微 粉 砕 分 級 機 ( ホ ソ カ ワ ミ ク ロ ン 社 製 ) で 微 粉 砕 し た 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 得 ら れ た 微 粉 砕 原 料 を ブ レ ン ダ ー （ ネ オ テ ッ ク 社 製 ） に 入 れ 、 更 に 表 １ に 記 載 し た 油 脂

類 ５ ． ２ ｋ ｇ と 、 水 ３ ０ ０ ｋ ｇ を 加 え 混 合 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 混 合 し て 製 造 し た ス ラ リ ー を 、 押 し 出 し 造 粒 機 （ ビ ュ ー ラ ー 社 製 ） に か け ６ ０ ℃ の 温 度

で 成 型 し た 後 、 １ ０ ０ ℃ の 温 度 で 乾 燥 さ せ た （ 日 本 乾 燥 機 製 ） 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 得 ら れ た ペ レ ッ ト を 篩 分 し 粒 径 ０ ． ２ m m で 、 比 較 製 剤 （ ア ル ギ ニ ン を ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ

） 含 有 ） よ り ア ル ギ ニ ン が ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 さ れ た ア ル ギ ニ ン ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ）

含 有 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 １ ） を 製 造 し た 。 な お 、 本 実 施 例 に お い て 比 較 製 剤 は

、 上 記 表 １ に 示 し た 原 料 組 成 か ら ア ミ ノ 酸 類 ア ル ギ ニ ン の み を 除 い た 原 料 を 用 い て 、 実 施

例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 製 造 し た エ ビ 用 市 販 飼 料 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

（ Ｉ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造

【 表 ２ ａ 】

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 表 ２ ａ に 示 し た 原 料 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン

０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） を 用 い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 比 較 製 剤 の 市 販 飼

料 よ り ア ル ギ ニ ン が １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 さ れ た 、 ア ル ギ ニ ン ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有

生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 ２ ） を 製 造 し た 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

（ Ｉ Ｉ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造

【 表 ２ ｂ 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 表 ２ ｂ に 示 し た 原 料 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン

０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） を 用 い て 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 比 較 製 剤 の 市 販 飼
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料 よ り ア ル ギ ニ ン が ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） お よ び ト リ プ ト フ ァ ン が １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量

さ れ た 、 ア ル ギ ニ ン ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 生 存 限 界 温 度 耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 ３ ） を 製 造 し

た 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

（ Ｉ Ｖ ） 甲 殻 類 の 養 殖 ・ 高 温 度 耐 性 試 験

（ １ ） 供 試 ク ル マ エ ビ

　 野 外 の 養 殖 場 か ら 搬 入 し た 平 均 体 重 １ ２ ． ５ ｇ の ク ル マ エ ビ を 水 温 ２ ５ ± １ ℃ で 1 週 間

馴 致 飼 育 し た の ち 、 以 下 の 試 験 に 供 し た 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

（ ２ ） 飼 育 方 法

　 容 量 １ ト ン の F R P 角 水 槽 ４ 台 の 底 面 に 、 ２ ０ ｃ ｍ の 厚 さ と な る よ う 砂 を 敷 い た の ち 、 上

記 の エ ビ を １ 水 槽 あ た り ４ ６ 尾 ず つ 収 容 し 、 水 温 ２ ５ ℃ か ら 1 日 に １ ℃ ず つ 昇 温 し 、 ３ ０

℃ に 達 し た の ち に 試 験 を 開 始 し た 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 試 験 期 間 中 は 、 水 温 ３ ０ ℃ か ら 1 週 間 後 ご と に １ ℃ ず つ 昇 温 し 、 ３ ０ ～ ３ ３ ℃ で 計 4 週 間

飼 育 し た 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

（ ３ ） 給 餌 試 験

　 1 区 に は ア ル ギ ニ ン を ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す

る 比 較 製 剤 を 与 え 対 照 区 と し た 。 2 区 に は 、 比 較 製 剤 に 比 べ ア ル ギ ニ ン を ０ ． ５ ％ （ ｗ ／

ｗ ） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 ） し た 製 剤 １ を 、 ３ 区 に は 比 較 例 に 比 べ ア

ル ギ ニ ン を １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 ） し た 製 剤 ２ を

、 ま た ４ 区 に は 比 較 例 に 比 べ ア ル ギ ニ ン を ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン ５ ． ０ ％

（ ｗ ／ ｗ ） 含 有 ） し た 製 剤 ３ を 与 え た 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 試 験 開 始 2 日 前 ( 水 温 ２ ８ ℃ ) か ら 3 日 間 （ 試 験 開 始 日 、 水 温 ３ ０ ℃ ） は 上 記 製 剤 を 各 区 と

も に 体 重 の ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 量 と な る よ う に 与 え 、 そ の 後 は 残 餌 が 無 い 場 合 に ０ ． ５ ％

（ ｗ ／ ｗ ） ず つ 増 量 し 、 残 餌 が み ら れ た 場 合 は ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 減 量 す る 方 法 に よ っ て

４ 週 間 給 餌 し た 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

（ ４ ） 効 果 評 価 方 法

　 ア ル ギ ニ ン （ お よ び ト リ プ ト フ ァ ン ） 投 与 区 お よ び 対 照 区 に お け る 試 験 期 間 中 の 死 亡 尾

数 、 生 残 率 、 残 餌 量 、 摂 餌 量 、 増 体 重 量 お よ び 脱 皮 状 況 に つ い て 調 べ 、 そ の 効 果 を 評 価 し

た 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

（ ５ ） 試 験 結 果
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 ア ル ギ ニ ン （ お よ び ト リ プ ト フ ァ ン ） 投 与 区 と 対 照 区 に お け る 試 験 成 績 を 表 ３ に 、 ま た

試 験 開 始 後 に お け る 生 残 率 の 推 移 の 結 果 を 図 1 に 示 し た 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 対 照 区 に お い て は 、 水 温 を ３ ０ ℃ に 設 定 し た 試 験 開 始 時 の 2 日 後 か ら 死 亡 が み ら れ 、 4 週

間 後 の 試 験 終 了 時 ま で に ４ ７ ． ８ ％ が 死 亡 し た の に 対 し 、 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 は 対 照 区 よ り

も か な り 遅 く 6 日 後 か ら 死 亡 が 見 ら れ 、 終 了 時 ま で に ４ ５ ． ７ ％ が 死 亡 し た 。 一 方 、 製 剤

２ 投 与 の ３ 区 で は 試 験 開 始 後 1 7 日 後 か ら よ う や く 死 亡 が 見 ら れ た が 、 終 了 時 ま で に １ ０ ．

９ ％ が 死 亡 し 、 製 剤 ３ 投 与 の ４ 区 で は ２ ５ 日 後 か ら 死 亡 が 見 ら れ 、 終 了 時 ま で に 僅 か ６ ．

５ ％ が 死 亡 し た 。 対 照 区 お よ び ２ 区 と ３ 区 お よ び ４ 区 の 死 亡 率 お よ び 生 残 率 に は 有 意 な 差

が 見 ら れ た （ ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ） 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 水 温 別 の 死 亡 率 を 対 比 す る と 、 ３ ０ ℃ に お い て は 対 照 区 で ２ １ ． ７ ％ の 死 亡 が 見 ら れ た

も の が 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 で は ４ ． ３ ％ 、 製 剤 ２ お よ び 製 剤 ３ 投 与 の ３ 区 お よ び ４ 区 で は ０

％ で あ り 、 ３ １ ℃ に お い て は 対 照 区 で ２ ２ ． ２ ％ 、 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 で ２ ５ ． ０ ％ の 死 亡

率 が 見 ら れ た も の の 製 剤 ２ お よ び 製 剤 ３ 投 与 の ３ 区 お よ び ４ 区 は ０ ％ で あ っ た 。 ま た 、 ３

２ ℃ に お い て は 対 照 区 で １ ０ ． ７ ％ 、 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 で １ ８ ． ７ ％ 、 製 剤 ２ 投 与 の ３ 区

で ２ ． ２ ％ 、 製 剤 ３ 投 与 の ４ 区 で ０ ％ 、 ３ ３ ℃ に お い て は 対 照 区 で ４ ． ０ ％ 、 製 剤 １ 投 与

の ２ 区 で ７ ． ４ ％ 、 製 剤 ２ 投 与 の ３ 区 で ６ ． ８ ％ 、 製 剤 ３ 投 与 の ４ 区 で ６ ． ５ ％ で あ っ た

。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 以 上 の 事 実 か ら ア ミ ノ 酸 成 長 必 要 量 が 配 合 さ れ た 飼 料 ( ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ３ ． ０ ％ （ ｗ

／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン 含 有 量 ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ) を 給 餌 し た 対 照 区 で は ク ル マ エ ビ の

約 半 数 が ３ ０ ～ ３ １ ℃ で 死 亡 し た も の の 、 ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） の ア ル ギ ニ ン を 増 量 し た 製

剤 1 ( ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン 含 有 量 ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） )

投 与 の ２ 区 で は 、 ３ ０ ℃ で 死 亡 す る エ ビ は ほ と ん ど 見 ら れ ず 、 ３ １ ～ ３ ２ ℃ で 約 半 数 が 死

亡 し た 。 ま た 、 ア ル ギ ニ ン を １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 し た 製 剤 ２ ( ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ４ ．
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０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン 含 有 量 ０ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ) 投 与 の ３ 区 で は 生 存 限 界 温

度 を 遥 か に 超 え た ３ ２ ～ ３ ３ ℃ の 温 度 領 域 で １ ０ ． ９ ％ 死 亡 し 、 ア ル ギ ニ ン を ２ ． ０ ％ （

ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン を １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 し た 製 剤 ３ ( ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ５ ．

０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン 含 有 量 １ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ) 投 与 の ４ 区 で は ３ ０ ～ ３ ２

℃ で の 死 亡 が 全 く 見 ら れ ず 、 ３ ３ ℃ で ６ ． ５ ％ が 死 亡 し た の み で あ っ た 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 以 上 、 ア ル ギ ニ ン の 飼 料 へ の 添 加 に よ り 、 高 温 領 域 に お け る 生 存 限 界 温 度 に 対 す る 耐 性

が 付 与 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。

【 ０ ０ ９ １ 】

（ Ｖ ） 甲 殻 類 の 養 殖 ・ 低 温 度 耐 性 試 験

（ １ ） 供 試 ク ル マ エ ビ

　 野 外 の 養 殖 場 か ら 搬 入 し た 平 均 体 重 １ ４ ｇ の ク ル マ エ ビ を 水 温 １ ５ ± １ ℃ で 1 週 間 馴 致

飼 育 し た の ち 、 以 下 の 試 験 に 供 し た 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

（ ２ ） 飼 育 方 法

　 容 量 １ ト ン の F R P 角 水 槽 ４ 台 の 底 面 に 、 ２ ０ ｃ ｍ の 厚 さ と な る よ う 砂 を 敷 い た の ち 、 上

記 の エ ビ を １ 水 槽 あ た り ５ ０ 尾 ず つ 収 容 し 、 水 温 １ ５ ℃ か ら 1 日 に １ ℃ ず つ 降 温 し 、 １ ２

℃ に 達 し た の ち に 試 験 を 開 始 し た 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 試 験 期 間 中 は 、 水 温 １ ２ ℃ か ら 1 週 間 後 ご と に １ ℃ ず つ 降 温 し 、 １ ２ ～ ７ ℃ で 計 ４ ２ 日

間 飼 育 し た 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

（ ３ ） 給 餌 試 験

　 上 記 と 同 じ く 1 区 に は ア ル ギ ニ ン を ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 比 較 製 剤 を 与 え 対 照 区

と し た 。 2 区 に は 、 比 較 製 剤 に 比 べ ア ル ギ ニ ン を ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン 含

有 量 ３ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ） し た 製 剤 １ を 、 ３ 区 に は 比 較 製 剤 に 比 べ ア ル ギ ニ ン を １ ． ０ ％

（ ｗ ／ ｗ ） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ） し た 製 剤 ２ を 、 ま た ４ 区 に は 比

較 製 剤 に 比 べ ア ル ギ ニ ン を ２ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） お よ び ト リ プ ト フ ァ ン を １ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ

） 増 量 （ ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 、 ト リ プ ト フ ァ ン 含 有 量 １ ． ６ ％ （ ｗ ／ ｗ

） ） し た 製 剤 ３ を 与 え た 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 試 験 開 始 ２ 日 前 ( 水 温 １ ４ ℃ ) か ら 3 日 間 （ 試 験 開 始 日 、 水 温 １ ２ ℃ ） は 上 記 製 剤 を 各 区

と も に 体 重 の １ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 量 と な る よ う に 与 え 、 そ の 後 は 残 餌 が 無 い 場 合 に ０ ． ５ ％ （

ｗ ／ ｗ ） ず つ 増 量 し 、 残 餌 が み ら れ た 場 合 は ０ ． ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 減 量 す る 方 法 に よ っ て ４

２ 日 間 給 餌 し た 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

（ ４ ） 効 果 評 価 方 法

　 ア ル ギ ニ ン （ お よ び ト リ プ ト フ ァ ン ） 投 与 区 お よ び 対 照 区 に お け る 試 験 期 間 中 の 死 亡 尾

数 、 生 残 率 、 残 餌 量 、 摂 餌 量 、 増 体 重 量 お よ び 脱 皮 状 況 に つ い て 調 べ 、 そ の 効 果 を 評 価 し

た 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

（ ５ ） 試 験 結 果
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【 表 ４ 】

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 ア ル ギ ニ ン （ お よ び ト リ プ ト フ ァ ン ） 投 与 区 と 対 照 区 に お け る 試 験 成 績 を 表 ４ に 示 し た

。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 水 温 が １ ２ ～ １ １ ℃ に お い て は 全 て の 区 に 死 亡 は 見 ら れ な か っ た が 、 水 温 １ ０ ～ ９ ℃ で

は 、 対 照 区 の エ ビ の ８ ％ が 死 亡 し 、 製 剤 １ ～ ３ 投 与 の ２ ～ ４ 区 に は 死 亡 は 見 ら れ な か っ た

。 水 温 ８ ～ ７ ℃ に お い て は 、 対 照 区 の ５ ０ ％ が 死 亡 し た の に 対 し 、 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 が ２

０ ％ 、 製 剤 ２ 投 与 の ３ 区 が ４ ％ 死 亡 し た が 、 製 剤 ３ 投 与 の ４ 区 に は 死 亡 が 見 ら れ な か っ た

。 試 験 終 了 時 に お け る 累 積 死 亡 率 は 、 対 照 区 が ５ ８ ％ で あ っ た の に 対 し 、 製 剤 １ ～ ３ 投 与

の ２ ， ３ ， ４ 区 は 、 そ れ ぞ れ ２ ０ ， ４ ， ０ ％ で あ り 、 対 照 区 と ２ ～ ４ 区 の 死 亡 率 お よ び 生

残 率 に は 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ） 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ま た 、 製 剤 投 与 区 と 対 照 区 に は 、 死 亡 率 だ け で な く 、 摂 餌 量 に も 差 異 が 見 ら れ た 。 す な

わ ち 、 対 照 区 に お い て は 、 水 温 １ ２ ℃ ま で は １ 日 あ た り 体 重 の ０ ． ５ ～ １ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 程

度 を 摂 餌 し た も の の 、 １ １ ℃ 以 下 で は 摂 餌 せ ず 、 総 摂 餌 量 が ３ ０ ． ３ ｇ で あ っ た の に 対 し

、 製 剤 １ 投 与 の ２ 区 で は 、 水 温 １ １ ℃ に お い て も 摂 餌 し 、 総 摂 餌 量 は ７ ５ ． ３ ｇ で あ っ た

。 ま た 、 製 剤 ２ 投 与 の ３ 区 は 、 水 温 １ ２ ～ １ ０ ℃ に 設 定 の １ ４ 日 間 に 、 １ 日 あ た り 体 重 の

０ ． ５ ～ ２ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 量 摂 餌 し 、 総 摂 餌 量 は １ １ １ ． ６ ｇ で あ り 、 製 剤 ３ 投 与 の ４ 区 は

、 水 温 １ ２ ～ １ ０ ℃ に 設 定 の １ ５ 日 間 に 、 １ 日 あ た り ０ ． ５ ～ ２ ％ 量 （ ｗ ／ ｗ ） を 摂 餌 し

、 総 摂 餌 量 は １ ２ ４ ． ４ ｇ で あ っ た 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 以 上 、 ア ル ギ ニ ン の 飼 料 へ の 添 加 に よ り 、 高 温 度 の 生 存 限 界 水 温 下 の み な ら ず 、 低 温 度

限 界 水 温 下 に お い て も 耐 性 が 付 与 さ れ る こ と が 明 ら か に な る と と も に 、 低 水 温 で も 摂 餌 し

、 成 長 す る こ と が 確 認 さ れ た 。

【 ０ １ ０ ２ 】

実 施 例 ２ 　 ア ル ギ ニ ン 含 有 製 剤 の 魚 類 へ の 影 響

（ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造
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【 表 ５ ａ 】

【 ０ １ ０ ３ 】

　 表 ５ ａ に 示 し た 原 料 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） を 用 い て

、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 ア ル ギ ニ ン を ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 生 存 限 界 温 度

耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 ４ ） を 製 造 し た 。 な お 、 本 実 施 例 に お い て 比 較 製 剤 は 、 ア ル ギ ニ ン ２ ．

５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む 魚 類 用 飼 料 で あ る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

（ Ｉ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造

【 表 ５ ｂ 】

【 ０ １ ０ ５ 】

　 表 ５ ｂ に 示 し た 原 料 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） を 用 い て

、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 ア ル ギ ニ ン を ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 生 存 限 界 温 度

耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 ５ ） を 製 造 し た 。

【 ０ １ ０ ６ 】

（ Ｉ Ｉ Ｉ ） ア ル ギ ニ ン ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 製 剤 の 製 造

【 表 ５ ｃ 】

【 ０ １ ０ ７ 】

　 表 ５ ｃ に 示 し た 原 料 （ 天 然 原 料 由 来 の ア ル ギ ニ ン ３ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 含 む ） を 用 い て

、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 ア ル ギ ニ ン を ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 生 存 限 界 温 度

耐 性 付 与 剤 （ 製 剤 ６ ） を 製 造 し た 。

【 ０ １ ０ ８ 】

（ Ｉ Ｖ ） 魚 類 の 養 殖 ・ 高 温 度 耐 性 試 験

（ １ ） 供 試 魚
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　 長 崎 県 の 種 苗 生 産 場 か ら 搬 入 し た 平 均 体 重 ５ ２ ｇ の マ ダ イ を 水 温 ２ ５ ± １ ℃ で １ 週 間 馴

致 飼 育 し た の ち 、 以 下 の 試 験 に 供 し た 。

【 ０ １ ０ ９ 】

（ ２ ） 飼 育 方 法

　 容 量 ５ ０ ０ リ ッ ト ル の 円 形 水 槽 に 、 上 記 の マ ダ イ を １ 区 あ た り （ す な わ ち 、 １ 水 槽 あ た

り ） ３ ０ 尾 ず つ 収 容 し 、 水 温 ２ ５ ℃ か ら １ 日 に １ ℃ ず つ 昇 温 し 、 ２ ９ ℃ に 達 し た の ち に 試

験 を 開 始 し た 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 試 験 期 間 中 は 、 水 温 ２ ９ ℃ か ら １ 週 間 ご と に １ ℃ ず つ 昇 温 し 、 ２ ９ ～ ３ ３ ℃ ま で 、 計 ５

週 間 飼 育 し た 。

【 ０ １ １ １ 】

（ ３ ） 給 餌 試 験

　 １ 区 に は ア ル ギ ニ ン を ２ . ５ ％ ( w / w ) 含 む 比 較 製 剤 を 与 え 対 照 区 と し た 。 ２ 区 に は ア ル ギ

ニ ン を ３ . ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 む 製 剤 ４ を 、 ３ 区 に は ア ル ギ ニ ン を ４ . ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 む 製

剤 ５ を 、 ま た ４ 区 に は ア ル ギ ニ ン を ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 む 製 剤 ６ を 与 え た 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 試 験 開 始 ２ 日 前 （ 水 温 ２ ７ ℃ ） か ら ３ 日 間 （ 試 験 開 始 日 、 水 温 ２ ９ ℃ ） は 上 記 製 剤 を 各

区 と も に 体 重 の ２ . ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 量 と な る よ う に 与 え 、 そ の 後 は 残 餌 が な い 場 合 に は ０ .

５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ず つ 増 量 し 、 残 餌 が み ら れ た 場 合 は ０ . ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 減 量 す る 方 法 に よ

っ て ５ 週 間 給 餌 し た 。

【 ０ １ １ ３ 】

（ ４ ） 効 果 評 価 方 法

　 ア ル ギ ニ ン 投 与 区 お よ び 対 照 区 に お け る 試 験 期 間 中 の 死 亡 尾 数 、 生 残 率 、 残 餌 量 、 摂 餌

量 、 増 体 重 量 に つ い て 調 べ 、 ア ル ギ ニ ン の 効 果 を 評 価 し た 。

【 ０ １ １ ４ 】

（ ５ ） 試 験 結 果

【 表 ６ 】

【 ０ １ １ ５ 】
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　 ア ル ギ ニ ン 投 与 区 と 対 照 区 に お け る 試 験 成 績 を 表 ６ に 、 ま た 試 験 開 始 後 に お け る 生 残 率

の 推 移 を 図 ２ に 示 し た 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 対 照 区 に お い て は 、 水 温 を ２ ９ ℃ に 設 定 し た 試 験 開 始 時 の ２ 日 後 か ら 死 亡 が み ら れ 、 ３

１ ℃ に 設 定 し た １ ４ 日 後 ま で に １ ０ ％ が 死 亡 し 、 ２ ３ 日 後 の ３ ２ ℃ 水 温 下 で １ ０ ０ ％ が 死

亡 し た 。 一 方 、 試 験 区 に お い て は 、 製 剤 ４ 投 与 の ２ 区 が ３ １ ℃ 水 温 下 の １ ７ 日 後 か ら 死 亡

し は じ め 、 試 験 終 了 時 ま で に ６ ６ ． ７ ％ が 死 亡 し 、 製 剤 ５ 投 与 の ３ 区 で は ３ ３ ℃ 水 温 下 の

２ ９ 日 後 に ３ . ３ ％ （ １ 尾 ） が 死 亡 し た の み で あ り 、 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区 は 試 験 終 了 時 ま で

に 死 亡 す る 個 体 は み ら れ ず 、 全 て の 魚 が 生 存 し た 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 水 温 別 の 死 亡 率 を 比 較 す る と 、 ２ ９ ～ ３ ０ ℃ に お い て は 対 照 区 に １ ０ ％ の 死 亡 が み ら れ

た の に 対 し 、 い ず れ の 試 験 区 に も 死 亡 は み ら れ ず 、 ３ １ ℃ に お い て は 対 照 区 で ２ ０ ％ 、 製

剤 ４ 投 与 の ２ 区 で ６ . ７ ％ が 死 亡 し た も の の 、 製 剤 ５ 投 与 の ３ 区 お よ び 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区

で は 死 亡 が み ら れ な か っ た 。 ３ ２ ℃ に お い て は 、 対 照 区 の 全 て の 魚 と 、 製 剤 ４ 投 与 の ２ 区

の ５ ０ ％ が 死 亡 し た の に 対 し 、 製 剤 ５ 投 与 の ３ 区 お よ び 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区 で は 死 亡 が み ら

れ な か っ た 。 ま た 、 ３ ３ ℃ に お い て は 製 剤 ５ 投 与 の ３ 区 の み に ３ ． ３ ％ の 死 亡 が み ら れ た

も の の 、 対 照 区 お よ び 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区 で は 死 亡 が み ら れ な か っ た 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 こ の よ う に 、 マ ダ イ の 成 長 に 必 要 な ア ミ ノ 酸 量 が 配 合 さ れ た 比 較 製 剤 （ ア ル ギ ニ ン 含 有

量 ２ . ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ） を 給 餌 し た 対 照 区 で は 、 ３ ２ ℃ ま で に 全 て の 魚 が 死 亡 し た の に 対

し 、 ア ル ギ ニ ン を 増 量 添 加 し た 製 剤 を 給 餌 し た 試 験 区 に お い て は ３ ３ ℃ 水 温 下 の 試 験 終 了

時 ま で に 製 剤 ６ （ ア ル ギ ニ ン 含 有 量 ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） ） 投 与 の ４ 区 で は 全 く 死 亡 が み ら

れ な か っ た 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 　 以 上 の こ と か ら 、 魚 類 に 、 成 長 に 必 要 な 量 を 超 え る ア ル ギ ニ ン を 投 与 す る こ と に よ っ

て 、 高 温 領 域 に お け る 生 存 限 界 温 度 に 対 す る 耐 性 が 付 与 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。

【 ０ １ ２ ０ 】

（ Ｖ ） 甲 殻 類 の 養 殖 ・ 低 温 度 耐 性 試 験

（ １ ） 供 試 魚

　 長 崎 県 の 種 苗 生 産 場 か ら 搬 入 し た 平 均 体 重 ５ ２ ｇ の マ ダ イ を 水 温 １ ５ ± １ ℃ で １ 週 間 馴

致 飼 育 し た の ち 、 以 下 の 試 験 に 供 し た 。

【 ０ １ ２ １ 】

（ ２ ） 飼 育 方 法

　 容 量 ５ ０ ０ リ ッ ト ル の 円 形 水 槽 に 、 上 記 の マ ダ イ を １ 区 あ た り （ す な わ ち １ 水 槽 あ た り

） ３ ０ 尾 ず つ 収 容 し 、 水 温 １ ５ ℃ か ら １ 日 に １ ℃ ず つ 降 温 し 、 １ ２ ℃ に 達 し た の ち に 試 験

を 開 始 し た 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 試 験 期 間 中 は 、 水 温 １ ２ ℃ か ら １ 週 間 後 ご と に １ ℃ ず つ 水 温 冷 却 装 置 を 用 い て 降 温 し 、

１ ２ ～ ８ ℃ ま で ３ ５ 日 間 飼 育 し た 。

【 ０ １ ２ ３ 】

（ ３ ） 給 餌 試 験

　 １ 区 に は ア ル ギ ニ ン を ２ . ５ ％ ( w / w ) 含 む 比 較 製 剤 を 与 え 対 照 区 と し た 。 ２ 区 に は ア ル ギ

ニ ン を ３ . ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 製 剤 ４ を 、 ３ 区 に は ア ル ギ ニ ン ４ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含

有 す る 製 剤 ５ を 、 ま た ４ 区 に は ア ル ギ ニ ン ５ ． ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 含 有 す る 製 剤 ６ を 与 え た 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 試 験 開 始 ２ 日 前 （ 水 温 １ ４ ℃ ） か ら ３ 日 間 （ 試 験 開 始 日 、 水 温 １ ２ ℃ ） は 上 記 飼 料 を 各

区 と も に 体 重 の １ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 量 と な る よ う に 与 え 、 そ の 後 は 残 餌 が な い 場 合 に は ０ . ５

％ （ ｗ ／ ｗ ） ず つ 増 量 し 、 残 餌 が み ら れ た 場 合 は ０ . ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 減 量 す る 方 法 に よ っ

て ３ ５ 日 間 給 餌 し た 。

【 ０ １ ２ ５ 】
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（ ４ ） 効 果 評 価 方 法

　 ア ル ギ ニ ン 投 与 区 お よ び 対 照 区 に お け る 試 験 期 間 中 の 死 亡 尾 数 、 生 残 率 、 残 餌 量 、 摂 餌

量 、 増 体 重 量 に つ い て 調 べ 、 ア ル ギ ニ ン の 効 果 を 評 価 し た 。

【 ０ １ ２ ６ 】

（ ５ ） 試 験 結 果

【 表 ７ 】

【 ０ １ ２ ７ 】

　 ア ル ギ ニ ン 投 与 区 と 対 照 区 に お け る 試 験 成 績 を 表 ７ に 示 し た 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 水 温 が １ ２ ～ １ １ ℃ に お い て は 、 全 て の 区 に 死 亡 は み ら れ な か っ た が 、 水 温 １ ０ ～ ９ ℃

で は 、 対 照 区 の マ ダ イ の １ ３ . ３ ％ が 死 亡 し 、 製 剤 ４ 投 与 の ２ 区 で ６ . ７ ％ 死 亡 し た が 、 製

剤 ５ 投 与 の ３ 区 お よ び 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区 で 死 亡 は み ら れ な か っ た 。 水 温 ８ ℃ に お い て は 、

対 照 区 の マ ダ イ の ４ ０ ％ が 死 亡 し た の に 対 し 、 製 剤 ４ 投 与 の ２ 区 で ２ ０ ％ 、 製 剤 ５ 投 与 の

３ 区 で ６ . ７ ％ 死 亡 し た も の の 、 製 剤 ６ 投 与 の ４ 区 で 死 亡 は み ら れ な か っ た 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 ま た 、 製 剤 投 与 区 と 対 照 区 に は 、 死 亡 率 だ け で な く 、 摂 餌 量 に も 差 異 が み ら れ た 。 す な

わ ち 、 対 照 区 に お い て は 水 温 １ ２ ℃ お よ び １ １ ℃ の 前 半 ま で は １ 日 あ た り 体 重 の ０ . ５ ～

１ . ０ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 程 度 を 摂 餌 し た も の の 、 １ １ ℃ の 後 半 か ら 摂 餌 せ ず 、 総 摂 餌 量 が １ ６

１ ｇ で あ っ た の に 対 し 、 製 剤 ４ 投 与 の ２ 区 で は １ ０ ℃ の 後 半 ま で 摂 餌 し 、 総 摂 餌 量 は ２ ６

６ ｇ で あ っ た 。 ま た 、 製 剤 ５ 投 与 の ３ 区 は 水 温 １ ２ ～ １ ０ ℃ に 設 定 の ２ １ 日 間 に 、 １ 日 あ

た り 体 重 の ０ . ５ ～ １ . ５ ％ （ ｗ ／ ｗ ） を 摂 餌 し 、 総 摂 餌 量 は ３ ４ ９ ｇ で あ り 、 製 剤 ６ 投 与

の ４ 区 は 水 温 １ ２ ～ ９ ℃ に 設 定 の ２ ３ 日 間 に 、 １ 日 あ た り 体 重 の ０ . ５ ～ １ . ５ ％ （ ｗ ／ ｗ

） 量 を 摂 餌 し 、 総 摂 餌 量 は ３ ９ ６ ｇ で あ っ た 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 以 上 の こ と か ら 、 ア ル ギ ニ ン を 増 量 添 加 し た 飼 料 を 魚 類 に 投 与 す る こ と に よ っ て 、 高 温

度 の 生 存 限 界 水 温 下 の み な ら ず 、 低 温 度 限 界 水 温 下 に お い て も 耐 性 が 付 与 さ れ る こ と が 明

ら か に な る と と も に 、 低 水 温 で も 摂 餌 し 、 成 長 す る こ と が 認 め ら れ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ ３ １ 】
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　 本 発 明 に よ り 、 安 定 し た 養 殖 効 果 が 得 ら れ る 魚 類 ま た は 甲 殻 類 の 生 存 温 度 限 界 耐 性 付 与

剤 お よ び 、 魚 類 お よ び 甲 殻 類 の 生 存 限 界 水 温 領 域 を 超 え る 温 度 領 域 に お い て も 魚 類 ま た は

甲 殻 類 が 生 存 可 能 な 養 殖 方 法 が 提 供 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 本 明 細 書 で 引 用 し た 全 て の 刊 行 物 、 特 許 お よ び 特 許 出 願 を そ の ま ま 参 考 と し て 本 明 細 書

に と り 入 れ る も の と す る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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